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グランドデザイン 

第１フェーズ 
 2010年～2013年 

第２フェーズ  2014年～2016年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中之島エリア内の橋
梁や堂島川護岸のラ
イトアップ等が拡大 

 

 中之島エリアを中心に公共投資による光景観が民間投資を誘発 
 日常の光として365日楽しめる風景が確立されつつある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪・光の饗宴開催  大阪活性化に向け、官民協働によるモデル事業の創出 
 多様な主体による非日常の光が四季折々の魅力を形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様なニーズに即し
た光観光プログラム
の開発と発信 

 ＬＵＣＩを活用した国外への情報発信、書籍発刊による国内への情報発信 

 ブランディングプロモーション手法・ツールが整いつつある 

写真左から 
 中之島 

  ナイトビュークルーズ 

 北浜テラス 
 （出典：水都大阪HP） 

 ほたるまち 

１．第２フェーズ（2014年～2016年）までの成果（１） 
 

第
３
フ
ェ
ー
ズ 

 

２
０
１
７
年
～
２
０
１
９
年 

光の都市軸  

光の暦 

光百景 

写真左から 
 大阪・光の饗宴 

 光のルネサンス 

   （ウォールタペストリー） 
 御堂筋イルミネーション 

写真左から 
 ミールクーポン 
 書籍「光のまちをつくる」 
 LUCI総会2016 
 （出典：LUCIウェブサイト） 
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官
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協
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元
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（大
阪
・水+

光
の
都
市
博
（仮
称
） 

） 

① ２０２０年を目途として「水と光の首都大阪」としてのブランド確立を目指した具体的な施策を検討 

② 各エリアの個性を際立たせる光の在り方や官民によるエリアコンセプトに基づく施策の検討 

③ 日常と非日常の２つの視点における光景観づくりと官民の視点における活かし方（目的と効果）の検討 

④ 国内外からの交流人口拡大に向けた観光地域まちづくりと都市プロモーションの活性化 
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第３フェーズ・アクションプランの構成（案） 

２．第３フェーズ・アクションプラン検討項目と構成（案） 

検討項目 

《項目２》 官民協働のまちづくり元年に向けた取り組み （大阪・水+光の都市博（仮称）） 

《項目３》 2020年以降の構想策定  （ブラッシュアップ） 

光の暦 

光百景 

光の都市軸 ①水と光の首都大阪ブランドを牽引するシンボル景観の創出 ⇒「中之島エリア・光の回廊エリア」の強化 
② 各エリアのコンセプトを踏まえガイドラインに基づく計画・指針の策定と新たなエリアへの拡大 
③ 光の南北軸における景観向上・民間開発との連携／エリアマネジメント等との協働推進 

① 大阪・光の饗宴等を通じた各エリアの個性を活かした光プログラムの充実と拡大 
② 四季を彩る光プログラムの拡充 

① ＬＵＣＩを通じた海外における大阪光のまちづくりのブランドアップ 
② ＩＣＴを活用した光のまちづくりの情報一元化とインバウンドも含めた情報発信（マップ制作等） 
③ 関西各都市との光によるネットワーク強化と情報発信（商品化） 
④ 水と光の景観の地域資源化とブランディングプロモーションの推進 

具体化に向けた 
取り組み 

キーワード：日常 

キーワード：非日常 

キーワード：ブランディング 

光
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
促
進 

＝
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化 

①光景観を考慮したメンテナンスガイドライン等の検討と専門性を加味したメンテナンスマネジメントの仕組
みづくり 

② スマートライティングの検討と技術力の強化 
③ 光による「安全安心なまちづくり」の検討 
④ 最新技術などの勉強会や研修会の開催 

《項目１》 光のグランドデザインの具体的な方向性の策定 

水
と
光
の
首
都
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立 

2020年に 
向けた目標 

光のまちづくり 
の目標 
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都市整備・規制緩和 

構想策定 

都市経営サイクルに基づく 
都市魅力・民間ビジネスの 
スパイラルアップ 

民間投資の誘発 

共有 
共感 

共働 
共創 

経済効果 

民間ビジネス 

《民益》 
都市魅力 

《公益》 

活用 
新たな 
価値 

商品化 

情報・まちづくり 
の目標 

都市整備から都市経営への転換する仕組みの検討 

発展性 
・経済性 

官民が一体となり 
光のまちづくりを 
推進 

行政 

民間 
官民の 
役割分担 

価値の活用/投資 民間 
（投資企業） 

（図）第３フェーズで目指す民主導のまちづくり・賑わいづくり 
都市経営サイクルの概念図 

３．官民協働のまちづくりの概念 

～民間が投資価値を感じるまちづくりの仕組みを検討～ 都市経営サイクルの構築  
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光
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水
と
光
の
首
都
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立 

2020年に 
向けた目標 

光のまちづくり 
の目標 

都市経営サイクル～ 
価値を活用するモデル 
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～水と光の首都大阪ブランドを牽引するシンボル景観の創出と新たなエリアへの拡大～ 

大阪城公園 
１）光の東西軸 

４）光の庭 

３）光の南北軸（御堂筋） ２）光の回廊 

川口 

西部 

中央 中之島 
公園 

八軒家浜 

東横堀川水門 

本町橋周辺 

木津川 
遊歩空間 

道頓堀川水門 

USJ 

咲洲・ 
夢洲地区 

難波・
湊町 

天王寺・ 
アベノ 

大阪駅周辺 

OBP 

５）ベイエリア 

６）大阪城エリア 

築港・  
天保山地区 

ベイエリア、みなとの魅力や
特徴を活かした光のまちづ
くりの推進を検討。 

大阪城公園パークマネジ
メント事業や舟運のネット
ワーク強化並びに周辺
地域の活性化検討委員
会の進捗に合わせて今
後検討。 

御堂筋デザインガイドライン
をベースとして民間企業を
中心に行政、 施設管理者
などが連携して光景観に関
する情報交流を行う仕組み
の検討。 

 「生きた建築ミュージアム
フェスティバル大阪」など、
建物の魅力を発信する取り
組みと連携し、ライトアップ
を推進。 

水と光の首都大阪ブランド
を牽引するシンボル景観の
創出 

⇒「中之島エリア・光の回廊エ
リア」の強化 

４．新たな取組みエリアの検討 

中之島の光景観の広がりに加え、ベイエリア地区、
大阪城エリア地区を第３フェーズの重点エリアとし、
取り組みを進める。 

ベイエリアについては、天保山ハーバービレッジ
の観覧車、海遊館、赤レンガ倉庫をはじめ、光の
演出を実施中。今後、効果的なライトアップ箇所を、
地域のまちづくり団体とともに、検討を行う。 

大阪城エリアについては、大阪城を歴史観光拠点
としての整備推進構想もあり、光景観の整備に関
しても、検討および推進を図っていくこととしたい。 
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  需要の創造／仕組みの創造  

第３フェーズ 2017年～19年 
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５．水と光の首都大阪の実現に向けた推進イメージ 

 第２フェーズ 

 2014年～16年 

第１フェーズ 

2010年～13年 
2020年 

「官」と「民」相互の分担による 
都市魅力の向上 

光の 
都市軸 

光の暦 

光百景 

中之島エリア内
の橋梁や堂島川
護岸のライトアッ
プ等が拡大 

多様なニーズ
に即した光観光
プログラムの開
発と発信 

大阪・光の饗宴
開催 

 『日常（景観）の光』となるシンボル
創出と波及 

都市の価値としての光の継続・継承 

非日常の光による大阪が一体と
なった魅力創出 
（本格的なパッケージ） 

ブランディングプロモーション 

光のまちづくりによる「わがまち意識」
の醸成 

具体化に 
向けた取り組み 

 光景観を考慮したメンテナンスガイドライン等の検討と専門性を加味した
メンテナンスマネジメントの仕組みづくり 等 

日常の光として
365日楽しめる風
景が確立されつ
つある 

ブランディングプ
ロモーション手
法・ツールが整い
つつある 

多様な主体によ
る非日常の光が
四季折々の魅力
を形成 

民間が主役、行
政はサポート役
との基本的な考
え方のもとプロ
ジェクトを推進 

官民が一体となり 
光のまちづくりを 
推進 

官民が一体となって光のまちづくりに取り組む
ための指針『大阪光のまちづくり2020 構想』
（第1稿）策定（2010.8） 

「第２フェーズアクションプラン」
策定（2014年） 

エリア別の「日常」
「非日常」の指針検討 

持続可能な光景観・
光環境を目指した技
術の検討 

コンテンツ 

技術 

国内外への発信力強化 

発信力 

検討の視点 

消費の創造 価値の創造 

大阪 光の 
まちづくり 

2020 構想 

《
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化 

～
２
０
２
０
年
の
準
備
期
間
》 

経
済
波
及
効
果
の
促
進
＝
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化 

水と光のまちづくり 【背景】水と光のまちづくり推進に関する基本方針 国内外へ発信する大阪らしい光のまちづくり 

2019年 

推進 
方針 

フェーズ 

 
 
 
 

光の都市軸の重点エリア「中之
島・光の回廊エリア」の仕上げと
官民連携の成功モデル創出 

光の暦における大阪・光の饗宴
の充実と経済波及拡大に向け
た取組 

日常の光 

非日常の光 

 
 
 
 

光百景における国内外へのブラ
ンディングプロモーションへの取
組 

PR・ブランディング 

民主導のまちづくり・賑わいづくり 

官民の役割を活かした大阪・
光のまちづくりによる魅力をさ
らに国内外へ発信。 

オ
ー
ル
大
阪
の
動
き
と
連
携
し 

民
間
投
資
を
促
す
先
進
事
例
・成
功
例
を
創
造 

「第３フェーズアクションプラン」の策定 

① 光のグランドデザインの具体的な方向性の策定 
② 民間投資を促す大阪・水+光の都市博（仮称）の計画検討 
③ 2020年以降の構想策定 （ブラッシュアップ） 

グランドデザイン 
取り組みと成果 第３フェーズの取り組み方針 

官民協働の 
「まちづくり元年」 

民間が投資価値を感じる
まちづくりの仕組みを検討 

都市経営サイクルの構築 

2020年 
以後 



国
際
博
覧
会
大
阪
誘
致
や
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
（ 

Ｉ
Ｒ 

）の
動
き
等 

大阪・水+光の 
都市博（仮称） 

グランドデザイン
の考え方 


